


-
か
い
せ

五
木
定
之
の
ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー
「
戒
厳
令
の
夜
」
の
映
画
化
は
、

そ
の
ス
ケ
}
ル
の
大
き
さ
と
、
作
品
の
舞
台
で
あ
る
ラ
テ
ン
・
ア

メ
リ
カ
の
複
雑
な
国
情
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
い
く
ど
か
話
題
に

あ
が
り
な
が
ら
実
現
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。

映
画
化
権
獲
得
か
ら
三
年
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
共
和
国
の
全
面
的
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
許
可
を
得
て
、
送
に
そ
の
壁
を
破
る
こ
と
が
出
来
た

グ
話
題
の
大
作
。
で
あ
る
。

舞
台
は
ヒ
ト
ラ
ー
に
略
奪
さ
れ
た
ス
ペ
イ
ン
の
幻
の
画
家
、
パ

フ
ロ
・
ロ
ペ
ス
の
百
五
十
点
の
名
画
を
求
め
て
、
九
州
、
ス
ペ
イ

ン
、
パ
リ
、
戒
厳
令
下
の
チ
リ
と
い
っ
た
悶
々
を
舞
台
に
、
ミ
ス

テ
リ
ー
・
ロ
マ
ン
が
壮
大
華
麗
に
展
開
し
て
い
く
。

国
土
・
鳴
海
望
洋
に
ふ
ん
し
て
、
は
じ
め
て
老
け
役
に
挑
む
鶴

川
浩
二
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
小
説
ご
」
お
ろ
ぎ
橋
」
〈

T
B
S

テ
レ
ビ
)

か
ら
抜
擢
さ
れ
ー
民
営
誌
の
伊
藤
孝
雄
と
初
の
全
裸
ラ
ブ
シ
ー
ン
を

熱
演
す
る
初
年
期
待
の
超
大
型
新
人
、
ヒ
ロ
イ
ン
を
演
じ
る
樋
口

可
南
チ
な
ど
、
出
演
者
の
話
題
も
い
っ
ぱ
い
の
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。

監
督
に
は
、
「
関
の
弥
太
っ
ぺ
」
「
総
長
路
博
」
な
ど
東
映
の
一

連
の
大
作
を
手
が
け
て
き
た
超
ベ
テ
ラ
ン
の
山
下
耕
作
が
、
名
カ

メ
ラ
マ
ン
宮
嶋
義
勇
を
得
て
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
華
艇
な
演
出
を

手
が
け
て
い
る
。
南
米
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
古
都
カ
ル
タ
へ
ナ
に
、
九

州
阿
蘇
の
草
千
里
に
パ
リ
の
空
の
下
に
鮮
烈
な
ラ
テ
ン
・
ロ

ッ
ク
(
音
楽
・
ジ
ョ

i
山
中
)
に
の
せ
て
、
画
面
一
杯
の
サ
ス
ペ

ン
ス
と
ロ
マ
ン
で
、
一
段
と
強
く
、
観
容
を
五
木
文
学
の
世
界
へ

と
ひ
き
ず
り
こ
ん
で
い
く
。

-
も
の
が
た
り

九
州
博
多
、
夜
霧
の
中
洲
パ

i
街
江
間
隆
之
は
夢
魔
に
さ
そ

わ
れ
る
よ
う
に
、
古
び
た
酒
場
に
足
を
踏
み
入
れ
る
。
そ
こ
で
発

見
し
た
少
女
の
像

1
1
6、
そ
れ
は
す
べ
て
の
作
品
が
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
、
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
ま
ぼ
ろ
し
の
画
家
、
南
米
ヌ
エ
パ

グ
ラ
ナ
ダ
の
パ
ブ
ロ
・
ロ
ペ
ス
の
作
品
に
ま
ぎ
れ
も
な
か
っ
た
。

か
つ
て
美
術
学
者
を
志
し
た
が
、
学
閥
闘
争
に
か
か
わ
っ
て
刑

を
受
け
、
い
ま
は
浮
草
の
よ
う
に
暮
ら
す
隆
之
。
彼
は
そ
の
一
枚

の
絵
に
よ
っ
て
再
ぴ
学
究
の
生
活
に
戻
ろ
う
と
、
恩
師
秋
沢
敬
之

助
を
訪
ね
る
。
だ
が
ロ
ペ
ス
の
名
を
耳
に
す
る
と
、
な
ぜ
か
秋
沢

3

は
一
狼
狽
し
、
怒
り
狂
っ
て
隆
之
を
追
い
返
す
の
だ
っ
た
。
し
か
も

秋
沢
は
、
ひ
と
り
娘
の
冴
子
を
残
し
て
謎
の
自
殺
を
遊
げ
て
し
ま

、
っ
。フ

ラ
ン
ス
帰
り
の
友
人
・
伊
崎
か
ら
、
ロ
ペ
ス
の
絵
は
占
領
下

の
パ
リ
で
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
略
奪
さ
れ
た
こ
と
、
画
家
自
身

も
ゆ
く
え
不
明
と
な
り
、
パ
ト
ロ
ン
の
同
郷
の
令
媛
、
イ
ザ
ベ
ル

は
ア
ト
リ
エ
で
死
体
と
な
っ
て
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
聞
き
、
隆
之

は
冴
子
の
た
め
に
も
、
ま
ぽ
ろ
し
の
少
女
像
を
め
ぐ
る
真
相
を
明

ら
か
に
し
よ
う
と
決
意
す
る
。

隆
之
は
再
ぴ
九
州
博
多
へ
1
1
、
ロ
ペ
ス
の
絵
を
戦
前
に
パ
リ

で
み
た
と
い
う
も
と
大
陸
浪
人
・
鳴
海
望
洋
の
門
を
た
た
い
た
。

討
も
は
た
せ
る
カ
な
、
望
洋
は
酒
場
の
少
女
像
を
ロ
ペ
ス
の
作
品
だ
と

レ
断
一
一
目
し
て
、
ご
」
の
絵
の
背
後
に
は
血
の
に
お
い
が
立
ち
こ
め
て

し
お
る
」
と
つ
ぶ
や
く
・
。

ぷ
望
洋
の
登
場
で
ド
ラ
マ
は
急
転
す
る
。
み
ず
か
ら
西
国
の
化
物

「
屋
敷
の
あ
る
じ
と
称
す
る
こ
の
怪
老
人
は
腹
心
の
も
と
自
衛
隊

勝
レ
ン
ジ
ャ
i
部
隊
教
官
・
黒
崎
に
命
じ
て
、
ロ
ペ
ス
の
全
作
品
が

膨
U
ボ
i
ト
で
密
か
に
日
本
に
運
ば
れ
、
筑
豊
炭
田
の
廃
鉱
に
陰
匿

附
さ
れ
た
事
実
を
突
き
と
め
た
。

可

i
i
敗
戦
直
後
、
そ
の
廃
鉱
か
ら
少
女
像
を
盗
み
出
し
た
の
は

谷
沢
康
吉
(
康
美
)
。
彼
は
閣
か
ら
の
脅
迫
者
に
追
わ
れ
て
逃
亡
生

活
を
送
り
、
オ
カ
マ
に
身
を
や
っ
し
て
い
た
。
康
美
の
証
言
か
ら

仕
掛
人
の
炭
鉱
成
金
・
原
島
雄
一
郎
を
割
り
出
し
た
望
洋
は
、
そ

れ
が
戦
後
疑
獄
へ
と
つ
な
が
る
、
権
力
者
た
ち
の
謀
略
で
あ
る
こ

怖
と
を
見
ぬ
く
。

い
っ
ぽ
う
、
ヌ
エ
パ
グ
ラ
ナ
ダ
の
文
化
省
高
官
で
あ
り
、
イ
ザ

ベ
ル
の
従
姉
で
あ
る
パ
ル
デ
ス
夫
人
が
来
日
し
て
、
ロ
ペ
ス
の
作

品
の
返
還
を
も
と
め
た
。
事
態
を
危
ぶ
ん
だ
原
島
は
、
政
界
の
ド
。
一
協
力
・
ル
・
フ
イ
レ
ム
・
ド
・
レ
フ
レ
ア
(
仏
)

ン
・
原
良
介
を
動
か
し
て
、
望
洋
の
探
索
を
封
じ
こ
め
に
か
か
る
一
・
ス
ベ
イ
わ
プ
ラ
ド
美
術
館

虚
々
実
々
の
渦
中
に
、
父
親
の
遺
書
を
読
み
真
相
を
知
っ
た
冴
子
一
製
作
・
白
夜
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

が
飛
び
込
ん
で
く
る
。
一
配
給
・
東
宝
株
式
会
社

秋
沢
敬
之
助
は
、
若
き
日
に
友
人
の
水
田
秀
雄
と
原
色
町
の
依
頼
一
サ
ン
ト
ラ
盤
・
オ
レ
ン
ジ
ハ
ウ
ス
・
レ
コ
ー
ド

で
ロ
ペ
ス
の
絵
を
鑑
定
し
た
。
占
領
軍
当
局
に
訴
え
出
た
が
、
そ
一
主
題
歌
・
「
哀
し
み
の
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
」

の
G
H
Q情
報
部
の
手
で
水
聞
は
惨
殺
さ
れ
、
秋
沢
は
生
涯
こ
の
一
語
む
な
知
.
ジ
ョ
i
山
中

こ
と
を
口
外
し
な
い
と
持
わ
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
一

望
洋
は
奮
然
と
起
っ
て
、
原
島
の
一
党
に
戦
端
を
ひ
ら
く
。
盟
…
一
・
キ
ャ
ス
ト

崎
と
そ
の
部
下
の
柴
崎
勝
利
ら
、
レ
ン
ジ
ャ

i
く
ず
れ
の
一
隊
を
一
鳴
海
望
洋

j
i
-
-
:
:
:
-
j
i
-
-
:

・
鶴
田
浩
二

率
い
て
、
原
島
邸
に
乗
り
こ
み
ロ
ペ
ス
の
全
作
品
を
奪
い
か
え
し
、
一
江
間
隆
之

j
i
-
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
-

伊
藤
孝
雄

返
す
刀
で
自
衛
隊
に
変
装
し
て
「
総
理
を
囲
む
九
州
政
・
財
界
一
懇
一
秋
、
沢
冴
子
:
・
:
:
・
・
・
・
樋
口
可
南
子

目
。

談
会
」
に
乱
入
。
首
相
を
人
質
に
し
て
ホ
テ
ル
に
立
て
こ
も
り
、
一
秋
沢
敬
之
助
-
j
i
-
-
:
j
i
-
-

佐
藤
慶

壮
烈
な
爆
死
を
遂
げ
る
。
一
黒
崎
長
平
・

:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
;
:

伊
吹
吾
郎

隆
之
・
冴
子
は
、
外
道
山
人
の
長
・
鹿
火
隼
人
の
土
蔵
に
か
く
一
谷
沢
康
吉
(
康
美
〉
・

:
:
j
i
-
-
:
:

・
長
門
勇

ま
わ
れ
る
。
奇
し
き
運
命
の
き
ず
な
は
二
人
を
霊
と
肉
で
固
く
結
一
盗
堀
の
リ

i
-ダ
!
・:
:
-
j
i
-
-
:
殿
山
泰
司

ぴ
、
一
糸
ま
と
わ
ぬ
愛
の
営
み
が
そ
こ
で
完
成
す
る
の
で
あ
っ
た
。
一
鹿
火
隼
人
:
:
:
:
・

:
:
:
:
j
i
-
-
:

浜
村
純

ロ
ペ
ス
の
全
作
品
は
九
州
日
田
市
か
ら
、
大
阿
蘇
の
革
千
里
を
走
一
。

一
一
風
鳥
雄
一
郎

:
i
・e
・-
-
-
j
i
-
-
:
:

・
大
木
実

り
、
球
磨
川
の
急
流
を
下
っ
て
有
明
海
へ
、
山
人
海
人
に
よ
っ
て
一
原
良
介
:
:
:
:
・
:
:
・
:
:
伊
藤
雄
之
助

連
ば
れ
、
恋
人
た
ち
は
ニ
ッ
ポ
ン
を
脱
出
し
て
い
く

l
i

。
一
。

パ
ル
デ
ス
夫
人
の
手
配
し
た
帆
船
で
、
は
る
か
な
天
洋
へ
む
か
一
柴
崎
勝
利

:
:
:
:
:
:
:
:
i
d
-
-
;
:

・
岩
城
湯
一

う
。
カ
リ
ブ
海
を
よ
ぎ
り
、
ヌ
エ
パ
グ
ラ
ナ
ダ
の
古
都
カ
ル
タ
ヘ
ナ
一
伊
崎
史
郎

:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:

常
国
富
士
男

へ
、
ロ
ペ
ス
の
作
品
群
は
無
事
に
そ
の
祖
国
へ
送
り
届
け
ら
れ
た
。
一
藤
乃

:
:
-
i・e・-
j
i
-
-
:
・
:
東
郷
健

だ
が
、
こ
こ
も
ま
た
戒
厳
令
。
闘
牛
場
こ
城
時
}
処
刑
の
血
潮
一
ェ
ラ
:
:
:
:
:
・
:
:
ナ
ン
、

γ
!
チ
ェ
?

J
-
-
1

一
久
美
子

:
:
:
:
j
i
-
-・
:
:
;
:
:
朝
丘
百
合
子

な
か
ぎ
り
な
く
流
さ
れ
て
、
パ
ル
デ
ス
夫
人
は
同
志
と
共
に
捕
え
一
。

Fり
れ
、
二
人
は
森
林
を
、
沼
地
を
、
荒
野
を
、
少
女
像
を
胸
に
抱
一
総
理
大
箆

j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:

稲
葉
幾
男

い
て
、
よ
ろ
め
き
傷
つ
き
な
が
ら
歩
み
つ
づ
け
る
。
一
政
府
高
官
:
・

:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:

膏
木
義
朗

力
つ
き
て
倒
れ
る
冴
子
、
は
げ
ま
す
隆
之
。
だ
が
つ
い
に
二
人
一

o

は
、
ク
ー
デ
タ
ー
の
反
乱
軍
の
手
中
に
落
ち
た
。
一
ィ
ザ
ベ
ル

:
:
j
i
-
-
:
:
:
:

エ
η
?
セ
ル
ヴ
ィ:
i
ル

銃
声
が
一
発
、
二
発
と
ひ
ぴ
い
て
、
兵
士
た
ち
は
処
刑
場
を
ひ
一
バ
リ
流
汗
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

J
U
H
日
日

き
あ
げ
て
い
っ
た
。
塁
々
た
る
死
腕
、
斜
陽
が
映
り
か
え
す
長
い
一
そ
の
安
・
:
:
:
:
:
:
;
:
:
:
レ
オ
ノ

l
ル
・
ト
ス
カ
i
ノ

石
の
墜
に
、
ま
ぼ
ろ
し
の
少
女
が
立
ち
あ
が
り
、
黒
い
裳
を
ひ
い
一
ま
ぼ
ろ
し
の
少
女
:
・:
:
-
j
i
-
-
-

イ
タ
リ
ー
・
パ
ジ
ヱ
ン

て
ゆ
っ
く
り
歩
き
出
す
。
正
面
を
み
す
、
え
て
ど
こ
ま
で
も
、
あ
の
一
パ
プ
ロ
・
ロ
ペ
ス
:
:
:
:
:
:
ラ
モ
ン
・
デ
ィ
ア
ス
・
モ
ン
チ
ヨ

ロ
ペ
ス
の
絵
の
少
女
が
:
:
:
。
一
パ
ル
デ
ス
夫
人

:
j
i
-
-
:
:
ル
ス
・
エ
レ
ナ
・
カ
ル
デ
ナ
ス
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